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県内の森林病害虫防除に向けた取組 

 

１ 令和２年度の主な対策実施状況 

① 伐倒駆除：春駆除，秋・冬駆除 

② 特別防除（空中散布）：６月１６日～６月１８日（東松島・女川・石巻・松島） 

③ 地上散布：６月実施 

④ 樹幹注入：１１月～ 

⑤ 植栽：１１月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特別防除に関する薬剤安全確認調査及び昆虫影響調査について 

① 水質調査 

１１地点のうち１１地点全てで使用薬剤が検出されたが，いずれの地点においても

急性影響濃度よりかなり低い値であり，魚介類への影響は無かったと判断される。 

② 大気調査 

１２地点のうち３地点で使用薬剤が検出され，１地点において気中濃度評価値を超

える使用薬剤が検出されたが，検出は一時的であり，また，住民から体調不良や異

臭を訴える問い合わせも無かったため，人体への影響は無かったと判断される。 

③ 昆虫影響調査 

薬剤散布の結果，カミキリムシ科やオサムシ科の昆虫に影響が見られたが，ハチ目

は影響が見られなかった。散布後の調査で個体数の回復が見られたことから，薬剤

散布における昆虫への影響は軽微で短期的であるものと示唆される。 
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２ 次年度実施予定の新たな取組 

 

○ドローンを活用した松くい虫被害対策実証 

・被害木及び植栽箇所調査実証 

 人力による調査は時間と労力を要し，見落としを招く可能性がある。 

→センサーカメラを設置したドローンによる森林撮影により，松くい虫被害木の特定や被

害木処理跡地を把握し，調査の省力化や植栽箇所の把握に向けた実証を行う。 

 

・抵抗性マツ播種実証 

 特別名勝「松島」地域において，上陸が困難でマツ林再生が難しい島しょ部がある。 

→島しょ部のマツ林再生を図るために，ドローンを使って抵抗性マツの種子入りの基盤材

の吹付けを実証する。 

 

・地上散布実証 

 マツが生長したことにより，ホースやスパウダーによる地上散布では，梢端に十分に薬

剤がかからない場合がある。また，島しょ部など薬剤散布が困難な箇所がある。 

→生長したマツや島しょ部での薬剤散布の実施に向けて，ドローンによる薬剤散布の方法

を実証する。 

３次元写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

植生指数（ＮＤＶＩ）画像         可視光（ＲＧＢ）画像 



●　ドローンを活用した先進的被害調査と革新的松林再生

【先進的被害調査】

●松健全木 クリック  した枯損木

●松枯損木 の情報

▲松以外健全木 ○位置座標 ：(X5,Y2)

▲松以外枯損木 ○樹高：20m

○胸高直径：46cm

○材積：1.69㎥

【革新的松林再生・保護】

○　松林再生が困難であった上陸困難な島しょ部において，ドローンを用いた種子吹付けによる松林再生手法を実証・導入する。
○　薬剤が飛散する危険性から薬剤散布を実施していない島しょ部において，ドローンを活用した至近距離からのピンポイント散布の実用化を
　図り，効果的な予防対策を推進する。

　現行の人力による調査は，時間と労力が必要であるが，カメラとセンサー
（反射光検知）を搭載したドローンを活用することで，簡単に位置，枯損状
況，本数，樹高等の情報を正確かつ効率的に把握できるようになる。

○　調査の大幅な省力化の実現
○　調査精度向上による被害の正確な把握
○　被害の面的経年変化把握による防除計画の効率的立案

抵抗性マツの種

子入り基盤材を

吹きつける。

＜島嶼部における松林再生＞ ＜地上散布の省力・効率化＞ ＜島嶼部のピンポイント薬剤散布＞

Ｙ

7 ▲ ● ● ● ● ▲ ●

6 ● ● ▲ ▲ ● ● ●

5 ● ● ● ● ● ▲ ▲

4 ● ● ● ● ▲ ▲ ●

3 ● ● ▲ ● ● ● ▲

2 ● ▲ ● ● ● ● ▲

1 ● ● ▲ ● ▲ ● ▲
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地図上に調査対象範囲の樹木の位置情報をプロット
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